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報道関係者各位 

 

IPサイマルラジオ協議会 

 

「IP サイマルラジオ」（radiko.jp）実用化試験配信期間の延長について 

 

IP サイマルラジオ協議会は、パソコンがそのままラジオ受信機となる「IP（Internet Protocol）

サイマルラジオ」の実用化試験配信を 2010 年 3 月 15 日より開始致しました。 

今回の実用化試験配信は、独自コンテンツ、エリア制限なしという通常のインターネットラジ

オサービスとは異なり、在京民放ラジオ 7 局（TBS ラジオ、文化放送、ニッポン放送、ラジオ

NIKKEI 、InterFM、TOKYO FM、J-WAVE）、在阪民放ラジオ 6 局（朝日放送、毎日放送、ラジ

オ大阪、FM COCOLO、FM802、FM OSAKA）の地上波ラジオ放送を CM も含め、そのまま同時

に放送エリアに準じた地域に配信するサイマルサービスです。 

現在、4 月 10 日にリリースさせていただきました、WEB ブラウザを起動しなくても簡単に聴

取できる「radiko ガジェット」は約 95 万 DL、5 月 10 日にリリースした iPhone 向けアプリは、

約 65 万 DL（iPod touch、iPad 含む）、加えて、7 月 27 日にリリースした Android 向けアプリはす

でに約 2 万 DL と、順調に数を伸ばしており、パソコンやスマートフォンでラジオをお楽しみい

ただける方が、日に日に増え続けております。 

また、radiko でのラジオ聴取をさらに楽しくするための様々な開発も行っており、現在第９２

回全国高等学校野球選手権大会のラジオ中継と連動し、radiko のプレーヤー上で試合速報を提供

する実験を行っております（朝日放送のみ。高校野球開催中）。<※資料①> 

これまでのところ、各種メディアにも数多くご紹介いただいている通り、radikoをきっかけに

してラジオに対する関心の高まりが感じられ、すでにご案内したアンケート結果などからも明ら

かになったように、新たなラジオリスナーを開拓することもできております。 

さて、8月31日までを予定しておりました、この「IPサイマルラジオ」（radiko.jp）の実用化試

験配信は、サービス開始数か月を経た現在でも、週間のべ聴取者数は300万人を数え、また先の

アンケートにおいても99％の方がサービスの継続を希望しております。当協議会としましては、

こうしたリスナーの期待に応えるためにも、当サービスを継続させていきたいと考えております。 

一方、実用化試験配信開始当初に目指しておりました9月以降の実用化について、現状では、

この試験配信中に発生しましたさまざまな課題や、実用化に向け取り組むべき事案が発生してい

ます。このため、当初の予定から3か月間の実用化試験配信期間の延長を決定しましたことをご

報告致します。 



 今後も、IP サイマルラジオ協議会は、引き続きより多くの方にラジオをお楽しみいただける

環境を整えていく努力をしてまいります。改めて、実用化試験配信の延長、さらには実用化（本

配信）に向けた取り組みにあたり、ご理解、ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げま

す。 

 

 

 

■IPサイマルラジオ協議会  

 

<設立>  2009年12月15日  

<会長>  宮原秀夫（独立行政法人情報通信研究機構理事長）  

<会員>  株式会社TBSラジオ＆コミュニケーションズ  

株式会社文化放送  

株式会社ニッポン放送  

株式会社日経ラジオ社  

エフエムインターウェーブ株式会社  

株式会社エフエム東京  

株式会社J-WAVE  

朝日放送株式会社  

株式会社毎日放送  

大阪放送株式会社  

関西インターメディア株式会社  

株式会社FM802  

株式会社エフエム大阪  

株式会社電通（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



<※資料①> 

 

 


